












はじめに 

前回の研究報告では89 例の自閉症児または自閉症様傾向を示す小児のCT 像の検討によっ

て,症例の約 2/3 において側脳室下角先端に小損傷の認められることを特異的な所見とし

て取りあげた。下角先端の小損傷は同部の脳室の'、場所的で不規則な拡大となって表現さ

れるが,とくに同部の前壁にみられる変化に注目し,下角先端の前壁を構成する扁桃核の外

側部の損傷の疑われることに言及した｡ 

われわれのところでは現在までに自閉症児または自閉症様傾向を示す110例のCT検査が行

われた(これらはすべて瀬川小児神経クリニックから検査を依頼されたものである)｡4 例

では期間をおいて 2回検査されているので CT 検査回数としては延べ 114 回となる。 

今回は 110 例のなかから,いずれか 1 側または両側の下角先端前壁に損傷の認められる 86

例を選んで損傷部位の正中からの距離を測り,30mm を境とし,それより外側に損傷のある

群と,それより内側に損傷のある群とに分け検討した。 


